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イタリアの壁画調査・研究に対する
主要活動記録
【2001年】
･8月NHKテレビ人間講座「フィレンツェ美の
謎空間フレスコ壁画への旅」（講師:宮下孝晴教
授）の放送を見た美術愛好家の黒田哲也氏から、
イタリアの病める壁画の修復支援のため2億円の
寄付の申し出がある
【2002年】
･6月黒田基金による修復・研究調査の対象選定
のための予備調査実施（第1回）および国立フィ
レンツェ修復研究所に修復に関する協力を要請
･11月黒田基金による修復・研究調査の対象選定
のための予備調査実施（第2回）
・11月黒田基金による修復・研究調査の対象をフ
ィレンツェのサンタ・クローチェ教会大礼拝堂壁
画｢聖十字架物語｣(アーニヨロ･ガッデイ作1380
年代）に決定
【2004年】
･2月日伊共同壁画修復プロジェクト契約にむけ
てサンタ・クローチェ教会側と準備交渉
･6月日本学術会議中部地区会議学術講演会で｢面
壁の美学と科学：イタリアにおける壁画修復の歴
史と現状」と題して宮下孝晴教授が講演（於：金
沢大学）
・6月金沢大学、サンタ・クローチェ教会、フィ
レンツェ修復研究所による日伊共同壁画修復プロ
ジェクトの合意書調印式（於：サンタ・クローチ
ェ教会）
･11月日伊共同壁画修復プロジェクト契約書調
印式（於：サンタ・クローチェ教会）
【2005年】
・4月サンタ・クローチェ教会大礼拝堂の壁画修
復用足場の建設開始（～建設完了2005.7）
・8月壁画研究調査開始（金沢大学）
･10月壁画面の診断調査開始（フィレンツェ修復
研究所）
【2006年】
・2月壁画修復作業開始
【2007年】
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･8月金沢大学における原寸復元制作開始（総監
督：宮下孝晴教授、描写担当：大村雅章教授、工
芸技法担当：江藤望准教授）（～制作完了2008.2）
･9月日伊共同壁画修復プロジェクト中間発表会
（於：サンタ・クローチェ教会）
･10月うるわし大学芸術学講座で「西洋絵画の水
脈伊フレスコ画の復元現場に見る」と題して宮
下孝晴教授が講演(於:白山市市民工房うるわし）
･ll月フィレンツェ修復研究所からクリステイー
ナ・ダンティ壁画部長、マリアローザ・ランフラ
ンキ壁画修復士、国立研究センター(CNR)からマ
ルチェッロ・ピコッロ研究員を招き、国際シンポ
ジウム「フレスコ壁画の修復と復元」を開催（本
学講演者：宮下孝晴教授、大村雅章教授、江藤望
准教授）（於：金沢大学）
･ll月冊子『フレスコ壁画の修復と復元』発行
･ll月金沢大学における復元壁画の一般公開およ
び写真展を開催（於：金沢大学）
･12月うるわし大学芸術学講座で「伊フレスコ画
と金大を結ぶ修復・復元」と題して宮下孝晴教授
が講演（於：金沢大学）
【2008年】
・1月フレスコ画の制作をイラストで解説した冊
子『フレスコ壁画の修復と復元』発行
・2－3月写真展「フレスコ壁画の修復と復元」を
開催（於：金沢大学資料館）
･4月大学博物館等協議会2008年大会・第3回博
物科学会で「国際・地域貢献としての壁画修復と
保存プロジェクト」と題して発表(於:大阪大学）
･5月うるわし大学芸術学講座で「14C伊の復元フ
レスコ壁画の完成によせて」と題して宮下孝晴教
授が講演（於：白山市市民工房うるわし）
・7月イタリア美術特別講演会でフィレンツェ文
化財・美術館特別監督局長官クリステイーナ・ア
チディーニとともに「金沢大学の国際貢献プロジ
ェクト：フィレンツェの壁画修復と復元」と題し
て宮下孝晴教授が講演（於：金沢大学自然科学大
講義棟レクチャーホール）
･11月金沢大学人文学類発足記念シンポジウムで
「イタリアの壁画修復と角間キャンパスでの復元」
と題して宮下孝晴教授が講演（於：金沢大学サテ
ライトプラザ）
･12月第4回金沢大学サンデーセミナーで「イタ
リアのフレスコ壁画修復」と題して宮下孝晴教授
が講演および写真展を開催（於：キャンパス・イ
ノベーションセンター東京）
【2009年】
・3月イタリアの修復学会で「サンタ・クローチ
ェ教会大礼拝堂壁画の修復と復元」と題して宮下
孝晴教授が発表（於：イタリアフェッラーラ
国際会議場）
・4月フレッシュ新三々塾で「イタリア美術の歴
史を変える壁画修復」と題して宮下孝晴教授が講
演（於：金沢市石川四高記念文化交流館）
・6月宮下孝晴基金による壁画修復追加プロジェ
クト（｢聖フランチェスコの聖痕拝受」ジョット作
1320年代など）の契約書調印式（於：サンタ・
クローチェ教会）
・6月科学診断スタッフの研究説明会（於：サン
タ・クローチェ教会）
・9月サンタ・クローチェ教会の修復現場で原作
から直接に模写して14世紀末の壁画技法を研究
（文献考証:宮下孝晴教授､模写:大村雅章教授、
円光盛り上げ：江藤望准教授）
･10月金沢大学東京事務所開設記念講演で「イタ
リア中世と金沢大学との出会いサンタ・クロー
チェ教会大礼拝堂壁画の修復と復元」と題して宮
下孝晴教授が講演（於：東京日本橋室町金沢
大学東京事務所）
･10月金沢大学東京事務所開設記念冊子『イタ
リア中世と金沢大学との出会いサンタ・クローチ
ェ教会大礼拝堂壁画の修復と復元』発行
【2010年】
･1月2010年度文部科学省の特別経費によって｢南
イタリアの中世壁画群の診断調査とデジタル・ア
ーカイブの形成」プロジェクトが認められ、金沢
大学と国立フィレンツェ修復研究所の共同研究プ
ロジェクトが4年計画で開始されることになる
・5月金沢大学人間社会研究域にフレスコ壁画研
究センターを開設（センター長に宮下孝晴教授）
・5月フレスコ壁画研究センターのホームページ
開設
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・5月日伊共同「南イタリア中世壁画群診断調査
プロジェクト」の合意書調印式（於：金沢大学）
・5月フィレンツェ修復研究所からイザベッラ・
ラーピ所長､チェチリア･フロジニーニ壁画部長、
サンタ・クローチェ教会からステファーニャ・フ
スカーニ財産管理部代表、ジュゼッペ・デ・ミケ
ーリ事務局長、マッシモ・キメンテイ画像処理会
社社長を招き、国際シンポジウム「日伊共同プロ
ジェクトの成果と夢」および写真展を開催（於：
金沢大学）
・5月冊子『日伊共同プロジェクトの成果と夢』
発行
･5月三折パンフレット「聖十字架物語の修復日
伊共同プロジェクト」発行
・5月サンタ・クローチェ教会壁画修復に関する
デジタル・アーカイブ公開
・6月国際シンポジウム「日伊共同プロジェクト
の成果と夢」および写真展を開催（於：東京イタ
リア文化会館アニェッリホール）
・8月文化庁文化財部伝統文化課文化財国際協力
室田中健太郎室長補佐を招きセミナー「文化遺
産としての壁画の保存修復と活用」を開催（於：
金沢大学）
･8月調査地選定のための予備調査実施(第1回）：
南イタリアのプーリア州に点在する中世壁画の現
状を調査
･9月調査地選定のための予備調査実施(第2回）：
南イタリアのプーリア州に点在する中世壁画の現
状を調査
･11月フィレンツェ修復研究所から壁画部門専任
修復士を招聰（第1回）：フレスコ壁画の修復に関
する講義と実習「2種の剥がしの技法」（マリアロ
ーザ・ランフランキ専任修復士）
【2011年】
・1月文化庁連携事業「日伊文化財保護協力事業
ワークショップ」を本センターがコーディネート
して開催：イタリア側からフィレンツェ修復研究
所マルコ・チャッテイ副所長、チェチリア・フ
ロジニーニ壁画部長、専任修復士ほか、日本側か
ら文化庁文化財部伝統文化課文化財国際協力室
田中健太郎室長補佐、文化財部古墳壁画室建石
徹古墳壁画対策調査官、奈良文化財研究所降幡
順子主任研究員、本センター3名（於：フィレン
ツェ修復研究所）
･1月調査地選定のための予備調査実施(第3回）：
バジリカータ州に点在する中世壁画の現状を調査
・2月イタリアから3Dスキャンを専門とするカ
ルロ・バッテイーニ建築士を講師として招聰し、
実践的測定法やデータ処理の方法を学ぶ
・2月『ニューズレター」第1号を発行
、3月インタラクション2011の招待講演で「壁画
修復技術その進化と倫理」と題して宮下孝晴セ
ンター長が講演（於：東京日本科学未来館）
・3月『ニューズレター」第2号を発行
・3月『2010年度研究調査レポート恥l.1』刊行
・3月『フレスコ画を剥がすフレスコ壁画保存
のためのディスタッコ法実習報告書」発行
・4月顕微鏡移動撮影装置1号機を試作
・4月大塚国際美術館との連携を協議
・5月法皇山横穴古墳でのフィール調査リハーサ
ル実施
・5月アニメ版「聖十字架物語」と大学紹介ビデ
オ｢金沢と金沢大学｣（イタリア語版／日本語版）
を制作および記者発表
・5月金沢大学復元壁画前に解説パネルを設置
・5月冊子『フィレンツェサンタ・クローチェ
教会「聖十字架物語」壁画修復・復元プロジェ
クト』発行
・6月サンタ・クローチェ教会大礼拝堂壁画修復
プロジェクト完成記念式典(於:ヴェッキオ宮殿）
・6月サンタ・クローチェ教会大礼拝堂壁画修復
プロジェクト完成記念式典（於：サンタ・クロー
チェ教会）
・6月壁画修復プロジェクト完成記念式典でアニ
メ版「聖十字架物語」と「金沢と金沢大学」の紹
介ビデオ発表（於：サンタ・クローチェ教会）
･6月調査地選定のための予備調査実施(第4回）：
バジリカータ州に点在する中世壁画の現状を調査
・7月遠隔授業のための双方向通信テスト実施
・7月「コンクリートエ学年次大会2011」で石田
聡史（大学院）の論文「消石灰モルタルとセメン
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トモルタルの中性化にともなう組織変化の特徴」
が年次論文奨励賞を受賞
･8月『ニューズレター』第3号を発行
･9月第1回「南イタリア中世壁画群診断調査プ
ロジェクト」現地調査実施：グラヴイーナ・イン・
プーリアのサン・ヴィート・ヴェッキオ教会、パ
ードウレ・エテルノ教会、サン・ミケーレ・デッ
レ・グロッテ教会壁画（文化庁古墳壁画室宇田
川滋正文化財調査官と東京文化財研究所犬塚
将英研究員が本センターによる現地調査を視察）
･9月調査地選定のための予備調査実施(第5回）：
南イタリアのプーリア州に点在する中世壁画の現
状を調査
・9月ジェノヴァ大学工学部が主催する「レーザ
ー・スキャナ技術の応用」に関する国内研究会で
「文化財保存におけるレーザー技術の応用」と題
して宮下孝晴センター長と宮下明珠研究員が発表
（於：ジェノヴァ大学）
･10月大学コンソーシアム石川公開講座で「イタ
リアのフレスコ壁画修復から学ぶ文化財の保存」
と題して宮下孝晴センター長が講演（於：金沢市
しいのき迎賓館）
･11月フィレンツェ修復研究所から壁画部門専任
修復士を招聰（第2回）：フレスコ壁画の修復に関
する講義と実習「補彩法」（ファブリーツィオ・バ
ンディーニ専任修復士）
･11月文化庁、国立文化財機構とのワークショッ
プ「国宝高松塚古墳壁画の保存を考える」：フィレ
ンツェ修復研究所のファブリーツィオ・バンディ
ーニ専任修復士を交え壁画修復・保存に関する
種々の問題について意見交換（於：奈良文化財研
究所、国宝「高松塚古墳壁画」仮設修理室）
･12月壁画修復プロジェクト完成記念講演およ
び写真展をACCと共催:｢ジョットとマザッチョの
狭間に輝く大壁画の復活」と題して宮下孝晴セン
ター長が講演（於：名古屋朝日ホール）
･12月金沢大学附属図書館シンポジウムで「芸術
の普遍性を創る風土（ローカリティ）の衝撃」と
題して講演、パネルディスカッション（金沢21
世紀美術館秋元雄史館長、日比野克彦東京芸術
大学教授、宮下孝晴センター長）
【2012年】
・1月フィレンツェのサンタ・クローチェ教会大
礼拝堂での壁画調査実施（非接触式自動マイクロ
撮影装置の活用など）
･1月調査地選定のための予備調査実施（第6回）’
－リア州に点在する中世壁画の現状を調査
・1月『ニューズレター」第4号を発行
･1-3月写真展「フレスコ壁画の修復・復元・保
存の最前線」を開催（於：鳴門市大塚国際美術
館センターホール）
・1月国際講演会「フレスコ壁画の修復・復元・
保存の最前線」を開催パネルディスカッション
「デジタル・アーカイブとセラミック・アーカイ
ブの可能性｣:文化庁文化財部栗原祐司美術学芸
課長、文化庁文化財部古墳壁画室建石徹古墳壁
画対策調査官、大塚オーミ陶業株式会社大杉栄
嗣取締役兼常務執行役員、大塚国際美術館平田
雅男学芸部副部長、宮下孝晴センター長（於：鳴
門市大塚国際美術館システイーナホール）
・3月写真展「フレスコ壁画の修復・復元・保存
の最前線」を開催（於：金沢市しいのき迎賓館）
・3月国際講演会「壁画の修復と保存を考える」
を開催対談「日伊の文化財保存に関する考え方
や対策の相違｣:東京イタリア文化会館ウンベル
ト・ドナーティ館長、宮下孝晴センター長（於：
金沢市しいのき迎賓館）
・3月『2011年度研究調査報告書』刊行
・3月『2011年度研究調査レポートWl.2』刊行
・5月「南イタリアの中世洞窟教会壁画調査プロ
ジェクト展示コーナー」を金沢大学復元壁画前に
新設
・5月大塚オーミ陶業㈱滋賀工場関係者と次世代
型セラミック・アーカイブ構想に関する共同研究
の打合せ
・5月大学構内に制作された復元壁画の経年変化
調査および斜光線調査の学生実習
・5月センター五十嵐心一教授が士木学会第66回
セメント技術大会（東京）で発表
・5月海外の交流協定校の学長等一行、トリノ市
視察団、台湾大学訪問団が復元壁画を視察
・5月気球に取り付けたデジカメをラジコンで遠
プ
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隔撮影する空撮用装置を学内で試行実験
･8月本センターにおいて、文化庁壁画室及び奈
良文化財研究所の研究者と9月実施の調査打合せ
･8月『ニューズレター』第5号を発行
･9月文化庁連携事業「日伊文化財保護協力事業
ワークショップ」を本センターがコーディネート
して開催し、各種の文化財修理施設を視察：イタ
リア側からフィレンツェ修復研究所マルコ・チ
ャッティ所長、クリスティーナ・インプロータ壁
画副部長、専任修復士、科学ラボの研究者ほか、
日本側から文化庁伝統文化課文化財国際協力室
香取雄太協力推進係長、文化財部古墳壁画室建
石徹古墳壁画対策調査官、奈良文化財研究所高
妻洋成保存修復科学研究室長、本センター4名
（於：フィレンツェ修復研究所）
･9月前年度調査地グラヴィーナ・イン・プーリ
ア市で調査報告会および交流会を開催
･9月グラヴィーナ・イン・プーリア市主催秋季
連続講演会で宮下孝晴センター長が「中世洞窟教
会に描かれた壁画の歴史的重要性」と題して講演
･9月サン・ヴィート・ヴェッキオ教会の樹脂模
型(1/60)を3Dプリンタで製作し、現地の博物館
に寄贈
･9月グラヴィーナ・イン・プーリアでの追加調
査として気球による空撮を実施（文化庁伝統文化
課文化財国際協力室香取雄太協力推進係長、文
化財部古墳壁画室建石徹古墳壁画対策調査官、
奈良文化財研究所高妻洋成保存修復科学研究室
長が本センターによる現地調査を視察）
･9月第2回「南イタリア中世壁画群診断調査プ
ロジェクト」現地調査実施：プーリア州グロッタ
ーリエのグラヴィーナ・デイ・リッジョ東教会、
近年ヴェスティータ家の地下で発見された教会、
パラジャネッロのサン・ニコラ教会の壁画
･9月南イタリアのフィールド調査地と日本（金
沢大学）を結んで双方向通信授業を実施
･9月ローマ修復研究所の記録文書保管所で関係
資料の収集
･9月フィレンツェで開催された「フォスコ・マ
ライーニ生誕100年記念式典」で宮下孝晴センタ
ー長が「マライーニが開いた日本への窓」と題し
て｢南イタリア中世壁画群診断調査プロジェクト」
に至るまでの経緯を基調講演（於：ヴェッキオ宮
殿）
･10月講演、および写真展を名古屋ACCと共催：
「失われゆく南イタリアの中世壁画」と題して宮
下孝晴センター長が講演（於：名古屋ACC)
･ll月「金沢大学未来開拓研究公開シンポジウム」
で宮下孝晴センター長が「イタリアの中世壁画の
修復と電子化による記録保存」と題して講演(於：
金沢市アートホール）
･ll月南イタリアの中世洞窟教会壁画調査プロジ
ェクトのフィールド調査研究成果を記者発表
･11月フィレンツェ修復研究所から壁画部門専任
修復士を招聰（第3回）：フレスコ壁画の修復に関
する講義と実習「パック洗浄法」（パオラ・マリオ
ッティ専任修復士）
･11月文化庁、国立文化財機構とのワークショッ
プ「国宝高松塚古墳壁画の保存を考える」：フィレ
ンツェ修復研究所のパオラ・マリオッティ専任修
復士を交え壁画修復・保存に関する種々の問題に
ついて意見交換(於:奈良文化財研究所、国宝「高
松塚古墳壁画」仮設修理室）
【2013年】
・1月調査地選定のための予備調査実施（第7回）：
南イタリアのラツィオ州、カンパーニア州、バジリ
カータ州、プーリア州に点在する中世壁画の現状を
調査
・1月滋賀県の大塚オーミ陶業㈱との共同技術開
発研究（本センターが計測した壁画の3Dデータ
による精確な復元陶板製作）が本格化
・2月講演会を白山市市民工房うるわしと共催：
「ルネサンス美術の源流を求めて南イタリア
の中世洞窟教会群に描かれた壁画調査」と題して
宮下孝晴センター長が講演（於：白山市市民工房
うるわし）
・2－3月写真展「ルネサンス美術の源流を求めて
南イタリアの中世洞窟教会群に描かれた壁画調
査」を白山市市民工房うるわしと共催（於：白山
市市民工房うるわし）
・2月『ニユーズレター」第6号を発行
・3月栃木県の吉澤石灰工業㈱技術研究所で産地
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や製造過程で生じる石灰の微妙な化学的成分の
差違に関する意見交換
･3月静岡県の伊豆長八美術館で漆喰饅絵の技法
調査を実施
･3月『2012年度研究調査報告書』刊行
･3月『2012年度研究調査レポートVol.3』刊行
･3月安藤明珠研究員による「カラーチャートを
利用した高精細写真の色補正プログラム」を特許
出願
･5月『セメント・コンクリート』No.795(セメ
ント協会刊)に論文｢イタリアの洞窟教会に描かれ
た中世壁画に残る消石灰モルタル｣を発表(宮下孝
晴センター長・五十嵐心一教授）
･5月イタリア大使館・イタリア文化会館共催セ
ミナー「文化遺産と考古学：保存と技術革新」で
「サンタ・クローチェ教会壁画の修復と南イタリ
アでの洞窟教会壁画の調査プロジェクト」につい
て宮下孝晴センター長が発表（於：東京イタリア
文化会館アニェッリホール）
･6月宮下孝晴基金による壁画修復追加プロジェ
クト（｢聖フランチェスコの聖痕拝受」など）完成
記念式典（於：サンタ・クローチェ教会）
･7月大塚オーミ陶業（株）および（株）サワテ
ツと3Dスキャンデータを利用した高精度な複製
陶板作製に関する研究交流
・8月石灰画の技法研究
・8月フレスコ壁画修復に関する実習（スタッコ
法とストラッポ法）のための壁画制作
・8月文化庁より宮下孝晴センター長が「古墳壁
画の保存活用に関する検討会」委員に委嘱
･9月『ニューズレター」第7号を発行
・9月パラジヤネッロにてカラニャーノ教授によ
る特別講義「パラジヤネッロ近辺の洞窟教会につ
いて」を調査メンバー全員で受講
・9月パラジャネッロのサン・ニコラ教会の樹脂
模型(1/60)を3Dプリンタで製作し、歴史民俗博
物館に寄贈
・9月パラジャネッロのサンタンドレア教会で色
差計による測定
・9月第3回「中世壁画群診断調査プロジェクト
現地調査」を実施：プーリア州サン・ヴィート．
デイ・ノルマンニのサン・ジョヴァンニ教会、モ
ノーポリのサンティ・アンドレア・エ．プロコピ
オ教会、パラジャネッロのサンタンドレア教会
･9月予備調査実施（第8回）：プーリア州に点在
する中世壁画の現状を調査
･10月JICA北陸・金沢大学地域別研修で､本セン
ターが開発した現地調査の手法をレクチャー
･ll月フィレンツェ修復研究所から壁画部門専任
修復士を招聰（第4回）：フレスコ壁画の修復に
関する講義と実習「2種の剥がしの技法」（アルベ
ルト・フェリーチ専任修復士）
･11月文化庁、国立文化財機構とのワークショッ
プ「国宝高松塚古墳壁画の保存を考える」：フィレ
ンツェ修復研究所のアルベルト・フェリーチ専任
修復士を交え壁画修復・保存に関する種々の問題
について意見交換（於：奈良文化財研究所、国宝
「高松塚古墳壁画」仮設修理室）
・11月壁画を剥がす前後の描画表面の変化を
Range5などで測定
･12月講演および写真展を名古屋ACCと共催：宮
下孝晴センター長が「壁画から見たイタリア美術
史」と題して講演（於：名古屋市朝日ホール）
･12月サンタ・クローチェ教会壁画修復用足場の
撤去
【2014年】
・1月金沢大学先端科学・イノベーション推進機
構協力会第2回特別セミナーで､安藤明珠研究員
が本センターの活動を紹介(於:KKRホテル金沢）
･2月大塚オーミ陶業（株）および（株）サワテ
ツと3Dスキャンデータ、「カラーチャートを利用
した高精細写真の色補正プログラム」を利用した
高精度な複製陶板作製に関する研究交流
・2月かほく市民大学講座で宮下孝晴センター長
が「イタリア壁画の魅力を訪ねて」と題して講演
（於：七塚生涯学習センター）
･3月「日伊文化財保護協力事業ワークショップ」
に協力参加、フィレンツェ修復研究所ほか視察：
文化庁古墳壁画室宇田川滋正文化財調査官､文化
庁記念物課林正憲文化財調査官､国立文化財機構
奈良文化財研究所埋蔵文化財センター田村朋美
研究員、宮下孝晴センター長（報告書は『月刊文
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化財613号』pp.36-39に収録）
･3月金沢大学文化資源学シンポジウム「文化資
源学がめざすもの」で宮下孝晴センター長がパネ
ラーとして参加（於：東京学術総合センター）
･3月『ニューズレター』第8号を発行
･3月「2013年度研究調査報告書』刊行
･3月『2013年度研究調査レポートVol､4』刊行
･9月日伊共同壁画修復プロジェクトによる研究
成果報告書の出版（イタリア語版／英語版ミラ
ノシルヴァーナ出版社）
【2015年】
・2月「第8回交流シンポジウム金沢美術工芸
大学・金沢大学」で五十嵐心一教授が「コンクリ
ートとフレスコ壁画の接点｣、安藤明珠研究員が
「壁画遺産を守る2つの日伊共同プロジェクト」
と題して発表（於：金沢美術工芸大学）
・2－3月成果報告展「イタリアの壁画遺産を守る
日伊共同プロジェクトの成果」を開催（於：金沢
大学資料館）
･図書館脇の地下プロムナードで南伊の洞窟教会壁
画を原寸大で再現
・3月シンポジウム「イタリアの壁画遺産を守る
日伊共同プロジェクトの成果」を開催パネルデ
ィスカッション「壁画文化の未来」：文化庁文化財
部古墳壁画室建石徹古墳壁画対策調査官、奈良
文化財研究所高妻洋成保存修復科学研究室長、
大塚オーミ陶業株式会社大杉栄嗣代表取締役社
長、金沢大学人文学類矢口直進准教授、宮下孝
晴センター長（於：金沢大学人間社会1号館）
･3月大塚オーミ陶業（株）および（株）サワテ
ツとの共同研究による3Dスキャンデータと「カ
ラーチャートを利用した高精細写真の色補正プロ
グラム」を利用した高精度な複製陶板公開
･6月第10回博物科学会で「壁画の保存と管理を
目的とした2種のデジタル・アーカイブ」と題し
て安藤明珠研究員が発表（於：金沢大学）
･7月日本文化財科学会第32回大会で「壁画の陶
板複製における色彩と凹凸の精度」と題して安藤
明珠研究員が発表（於：東京学芸大学）
･9月『最終版研究調査報告書(2010-2015)」
刊行
イタリアの壁画調査・研究に対する
主要報道記録
【2004年】
･2004.6.26朝日新聞「聖十字架物語金沢大が
修復へ愛好家の寄付受け」
･2004.6.26朝日新聞［青鉛筆］
･2004.6.26読売新聞「フィレンツェの教会壁画
修復へ金沢大宮下教授」
･2004.6.26日本経済新聞｢教会の壁画修復に協
力」
･2004.6.26北陸中日新聞「金大が修復統括フ
ィレンツェフレスコ壁画サンタ・クローチ
ェ教会」
･2004.6.26北陸中日新聞「フィレンツェの壁画
修復宮下教授熱く抱負世界遺産に貢献した
い」
･2004.6.26北国新聞「壁画修復に金大の知恵
伊の教会、技法解明へ」
・2004.6.29LANAZIONEcDona200milionidi
yenperrestaurareLaLeggendadellaSantaCroce'
･2004.7.1LaRepubblicaFIRENZEcUnmecenate
pergliaffifeschi'
・2004.7.1LANAZIONE$Unmecenatedagli
occhiamandorlaperitesoridelGaddi'
･2004.7.1CITYFirenze･AffreschiinSantaCroce,
airestauricipensaunmecenategiapponese'
･2004.7.11LCORRIERFDEIIASERA｡Un
mecenateperLaVeraCroce'
・2004.7.lGruppoCORRIERE6Unregaloper
SantaCroce'
･2004.7.11IGIORNALEDELLATOSCANA
6S.Croce,unmecenategiapponesepergliaffifeschi'
･2004.7.11ITIRRENO6Folgoratodallapittura,
UnmecenategiapponeseperSantaCroce'
･2004.7.1L'UNITWed.Tbscana｡Mecenate
giapponesefinanziailrestaurodegliaffreschidi
AgnoloGaddi'
･2004.7.2011GIORNALEDELLATOSCANAGUn
mecenategiapponesefara'rinascereSantaCroce'
・2004.7.1LANANIONEONLmE@Misterioso
giapponesefinanziarestauroinS・Croce'
・2004.7.KERMES｡LaLeggendadellaVera
Croce'
･2004.7.NARDmlRESTAuROONLmE
GFirenze,alviailrestaurodellaLeggendadellaVera
Croce'
・2004.7.FIRENZE.NETcRestauriinSanta
Croce'
･2004.7.GOSPARK・NETGProgettodiRestauro
AffiPeschiAgnoloGaddi'
･2004.7.1北陸中日新聞（夕刊）「金大が協定書
調印フィレンツェの教会壁画修復国境越え
文化協力林学長ら喜び」
･2004.7.1北国新聞（夕刊）「フイレンツエの壁
画修復に調印金大など大事業始まる」
・2004.7.2北陸中日新聞「金大日本初の大仕
事イタリア壁画事業協定調印林学長うれし
い」
・2004.7.2北国新聞「フィレンツェの壁画修復
で調印イタリアで金大など」
･2004.7.16文教速報「国立大学初金沢大、イ
タリア教会壁画を修復へ」
･2004.7.19文教ニュース「金沢大学国立で初
めてイタリアのサンタ・クローチェ教会壁画
を修復」
･2004.7「月刊アカンサスニュース｣第92号「イ
タリアフィレンツェ市サンタ・クローチェ
教会壁画の修復に本学が協力教育学部宮下孝
晴教授が修復統括」
・2004.7.28日本経済新聞水曜インタビュー
「イタリアの教会壁画修復に協力宮下孝晴氏」
･2004.9.1北国新聞「ルネサンスの壁画技法解
明へ金大の教会大修復事業近代科学の技術
で初調査」
・2004.9.20金沢学生新聞「フィレンツェの教
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会壁画再生へフレスコ画修復に取り組む教
育学部宮下孝晴教授に聞く」
【2005年】
･2005.2.1北国新聞「学術の森金沢大学教
育学部宮下孝晴教授壁画修復の感動共有」
･2005.3.1『北國文華』第23号「ルネサンス
の都で壁画修復」
･2005.3『地域とともに』2005vol.2「大学にで
きる社会貢献その新たな一歩」
【2006年】
･2006.3.4北陸中日新聞「美しい天使復活フ
ィレンツェ大壁画修復」
･2006.3.26北陸中日新聞「フレスコ画復活への
舞台裏」
･2006.3「地域とともに』2006vol.4「大学が手
がける国際貢献教会壁画修復の現場を歩く」
･2006.7.23北陸中日新聞「伊壁画修復宮下・
金大教授報告」
【2007年】
･2007.1.31読売新聞「世界の壁画保存イタリ
アサンタ・クローチェ教会」
･2007.4.26北陸中日新聞「金大にイタリア復元
壁画」
･2007.8.l66AcanthurNo.9「ここがすごい1
人間社会学域」
･2007.9.15北國新聞「壁画再現金大教育学部
原寸大模写」
･2007.9.19北國新聞［街明かり］
･2007.ll.14北國新聞「イタリア壁画修復でシン
ポ金大、23日」
･2007.ll.207:40～7:50NHK総合テレビ「14
世紀イタリアの巨大壁画金沢で復元」
･2007.11.20北國新聞「原寸大伊教会の壁画
彩色ほぼ完了」
･2007.11.22読売新聞「フィレンツェの壁画再現
に挑む」
･2007.11.23北陸中日新聞「イタリア壁画時空
超え輝き」
･2007.ll.24朝日新聞「金沢大壁面に原寸大で復
元」
･2007.ll.24北國新聞「イタリアの壁画修復研究
員、進展状況報告金大で国際シンポ」
･2007.ll.24北國新聞社説「日伊共同壁画修復」
･2007.11.24北陸中日新聞「復元イタリア壁画
金大で公開現地修復士がお墨付き」
･2007.11.30北陸中日新聞「よみがえる壁画」
･2007.12.2毎日新聞日曜インタビュー「イタ
リアでフレスコ画修復大学で復元も制作の
実態知り作品理解」
【2008年】
･2008.l.3『金沢大学資料館だより』No.31「写
真展フレスコ壁画の修復と復元」開催にあた
って」
・2008.2.26北國新聞「写真で修復作業紹介」
･2008.3.3北國新聞「外壁に14世紀の色彩伊
のフレスコ画忠実再現」
･2008.3.3北國新聞（夕刊）「フレスコ壁画復元
への挑戦」
･2008.3.3015:00～15:55テレビ金沢「イタリア
中世への挑戦状」
・2008『季刊ららら金沢」春Vol.9｢600年前の
フレスコ壁画復元プロジェクト」
・2008金沢大学キャンパスガイド「金沢大学キ
ャンパスのみどころ」
･2008.4.2915:50～16:50テレビ金沢（再）「イ
タリア中世への挑戦状」
・2008.5.13産経新聞「巨大フレスコ画金沢大
に復元」
・2008.7.3読売新聞「フィレンツェの美語る
伊・文化財監督局長官が講演」
・2008.7.9北陸中日新聞「フィレンツェを紹介
修復研元所長金沢大で講演会」
･2008.7.10読売新聞「フィレンツェの魅力講
演」
・2008.8.3北國新聞「金大の壁画復元プロジェ
クト14世紀の色彩に見入るフイレンツェの
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フレスコ画再現」
･2008.12.4北國新聞｢金大の講義や施設を見学」
･2008.12.4北陸中日新聞「錦丘中生、キャンパ
ス見学」
･2008.12.22北國新聞「フレスコ画修復を講演
都内で金大教授」
【2009年】
･2009.3.2215:00～15:30テレビ金沢「透き通る
ような肌に迫る」
･2009.36cRestauro2009''Ferrara
･2009.4.19北國新聞「フレスコ壁画修復作業
学ぶ金沢で新三々塾開講」
･2009.4.19北陸中日新聞「伊壁画の修復法金
大教授が講演フレッシュ新三々塾」
。『NHK世界遺産100｣DVDマガジン第8巻
「世界遺産ジャーナル日本人個人の2億円の
寄付を受けた金沢大学の国際貢献フィレンツ
ェの壁画修復がまもなく完成」
･2009.6.17北陸中日新聞「フレスコ画修復に
1200万円寄付金大の宮下教授」
･2009.6.17北國新聞「名画修復に遺産寄付金
大・宮下教授」
･2009.10.31北國新聞「首都圏の活動拠点に金
大東京事務所開所記念式典
･2009.11.26北國新聞「金大で授業や施設を見学
錦丘中」
･2009.ll.26北陸中日新聞「大学入学したいな
錦丘中生が金大を見学」
･2009.12.21東京新聞（夕刊）「あの人に迫る大
礼拝堂の壁画修復事業通し光」
・2009.12.21北陸中日新聞（夕刊）「あの人に迫
る大礼拝堂の壁画修復事業通し光」
【2010年】
･2010.1.8北國新聞｢壁画修復の研究所設置金
大政府予算に盛り込み」
･2010.3.2813:00～13:30テレビ金沢「中世の美
に迫る」
･2010.4.29北國新聞「壁画修復でシンポ5，6
月金大が金沢、東京で」
･2010.5.8毎日新聞「よみがえったフレスコ壁
画金沢大プロジェクト完成へ」
･2010.5.ll北國新聞「金大がフレスコ壁画研究
センター開設」
･2010.5.19北陸中日新聞「伊の壁画修復金大
プロジェクト」
･2010.5.19MSN産経ニュース「金沢大がフレス
コ画の研究所設立、保存技術など開発」
･2010.5.20読売新聞「フレスコ壁画の研究拠点
金大が開設文理の枠越え」
･2010.5.20北國新聞「フレスコ壁画を保存金
大研究センターが発足」
･2010.5.20北陸中日新聞「研究で真価を発揮
金大フレスコ壁画施設開設」
･2010.5.24世界日報「金沢大にフレスコ壁画研
究センター中世イタリア壁画を診断調査」
･2010.5.29北國新聞「中世の壁画調査成功期
す金大と伊研究所調印」
･2010.5.30北國新聞「イタリアの壁画修復の経
緯報告金大でシンポ」
･2010.5.30北陸中日新聞「中世壁画修復の秘
話金大と伊の専門家シンポ」
･2010.5.30毎日新聞「色鮮やかフレスコ壁画
金沢大でシンポ修復の成果披露」
･2010.5.31文教ニュース「金沢大学世界的レ
ベルの文理融合型研究拠点フレスコ壁画研究
センターを開設」
･2010.6.1北國新聞社説「金沢にふさわしい
国際貢献日伊共同壁画修復」
･2010．6.3LANAZIONE6SantaCroce,restauri
congliyendell'eredita'
･2010.6.4毎日新聞「フレスコ壁画研究センタ
ー開設ルーツ探るきっかけに金沢大」
･2010.6.6世界日報「中世教会の壁画修復、今
秋完成イタリアで共同プロジェクト金沢大」
･2010.6.9毎日新聞「フレスコ壁画電子データ
化金沢大今秋HPで公開へ」
－90－
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潰界迫際舟後段【是佳えろ：大プ画ジェクトかフィレ･ンヅェと愈渋を談志
フレスコ壁画の修復と復元
j-J脚』‘-も畠とfサン釘一ヶ画一,7dr執余人礼IF辱歓痴心嘩愈ｲﾐ咽＝､鯨
貨も、47』鵯沁：壷薮･た字典間4Fン“又号の壇両もJ厚J慨凡嘩叫一『岬
●金沢大学の世界貫鰍
熱
蔑
鴬
国際シンポジウムの際に一般公開された復元壁画
§
テレビ局のインタビューを受ける
国立フィレンツェ修復研究所の壁画部長
国際シンポジウム「フレスコ壁画の修復と復元｣2007.11
フレスコ画の制作過程を示す展示コーナー
????????????
今余沢メミ？
フレスコ画の制作をイラストでわかりやすく解説した冊子
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壁画面に斜光線を照射して調査
…??
鑿
雲1
鐸
?
q
■鯨
r
摩一事
●????
鰯
’
鐘：
??
§
寺
北イタリアのフェッラーラ市で開催された
修復学会で発表2009.3
壁画面を3Dスキャン
鯵鱗
薄
灘
鱗
蕊
錨
???
認
＝
?
日伊共同壁画修復プロジェクトの研究成果が
ミラノのシルヴァーナ出版社から刊行
＝
壁画連作「聖十字架物語」をアニメーシヨン化
して完成記念式典で発表2011.6I
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蕊
幹篭
､哉
蓋’
零
謹
謹
金沢大学人間社会研究域に
｢フレスコ壁画研究センター」が開設2010.5
?』??????
I難欺鐸§癖癖鑿鴬
診惑嬢恭一：簿舞毎舞嚇埠
恥ｽｺ職薗爾溌ｾﾝﾀｰ
翼砕群
●熱鐵
…瓢
電ﾐ極凸誕ﾐ及
声……
H蝋一
刑沖
脚樗
E…U
糠瑠F両稚碗
蝉】妙丁
却…
j…1アノアク1アス
蛭轆
彊痙豚r
＝ロー認鍵
一毒心。“ず
壷セ〆令“綜フシスコ蟹奉費:こる舗番蛍騨釣し幹tﾉﾐ必夕錘謹霊…としT、
皇鋸琴管.亀-岩錘文字人季…;こ翠塞れぽ山尾G量…憲L'て累濁電暉鳶・
か鯰患霧定蓉媒認島字嬢瀧麺美､璽鐘溢晶毎嘩存.一輪寸思ととも産典？街鍼口.､-‘iJL
毬嘩・轆澄豐宇蓮零さ催＆要とを“としても､ます･
…=＝_‐
”n痒い鹿＆輌
玲祇鋸鐸‘急癖字…軸罰鐸･§、ィ勺ゾ･…“f､溌倉･等っ､息鷺塞
zU14等型月4日
嘩号神穫製一ﾐ唾需更謬今ｰｱｰむざプi穂､星局＃た絵誰轄謡署庄露,言,錘
と“癖銅蛎
…爵全噌‘ず土.琴葱率
諏卿毎型周
、悪戦一ズシウー感.詫匠尭行
日伊共同「南イタリア中世壁画群診断調査プロジェクト」
の合意書調印式2010.5
鑑錘諏鈩
サ浄如、ザェ琴
｡"遡寒霧需議;謎蕊篝慧’
輿一壁
蕊 鯨厳罰争嘗翁鍾鋳撃、竜一鐘巻 蕊鐸
｢フレスコ壁画研究センター」のホームページ
第8号まで発行されたフレスコ壁画研究センターの『ニューズレター」
98

毎年度刊行の『研究調査レポート」には予備調査した南伊に点在する54の洞窟教会壁画データが整理されている。
?
戦
????、、?
徳島県鳴門市の大塚国際美術館で開催された国際講演会と
パネルデイスカツシヨン2012.1
東京イタリア文化会館館長ドナーティ氏を招いて
国際講演会を開催2012.3
蕊
謎
【胃
戦
■
…雛
蕊
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